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令和8年度 一般会計予算の構成図
歳入内訳 歳出性質別内訳

『参考：一般会計予算比較グラフ』

歳出総額

8,804,000
（単位：千円）

諸収入
86,140
（1％）

10,000,000

9,000,000

8,000,000

7,000,000

6,000,000

5,000,000

4,000,000

3,000,000

2,000,000

1,000,000

0

(千円)

人件費
1,279,569
（14.5％）

物件費
1,963,493
（22.3％）

補助費等
1,666,842
（18.9％）

扶助費
1,217,618
（13.8％）公債費

558,912
（6.4％）

繰出金
727,772
（8.3％）

普通建設事業費
385,724
（4.4％）

自主
財源
（44.7%）

依存
財源
（55.3%）

積立金
災害復旧費
維持補修費
貸付金
投資および出資金
予備費

861,565（9.8％）
     3,000（0％）
     1,800（0％）
    3,500（0.1％）
124,205（1.4％）
   10,000（0.1％）
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町税
2,017,728
（23％）

使用料・手数料
繰入金
財産収入
繰越金
寄付金
分担金・負担金

109,578（1.2％）
1,157,736（13.3％）
30,045（0.3％）
10,000（0.1％）
505,100（5.7％）
13,007（0.1％）

地方交付税
2,315,000（26.3％）

県支出金
685,676
（7.8％）

国庫支出金
1,221,671
（13.9％）

町債
89,500
（1％）

歳出款別内訳

議会費
86,842（1％）

総務費
1,702,460
（19.3％）

民生費
3,021,883
（34.3％）

衛生費
943,920
（10.7％）農林水産費

298,384
（3.4％）

土木費
544,248
（6.2％）

消防費
221,664
（2.5％）

教育費
1,011,199
（11.5％）

公債費
558,912
（6.4％）

商工費
災害復旧費
予備費

399,388（4.5％）
    5,100（0.1％）
  10,000（0.1％）

歳入総額

5,790,000
（単位：千円）

(年度)

地方消費税交付金
380,000（4.3％）

地方譲与税
77,819（0.9％）

ゴルフ場利用税交付金
10,000（0.1％）

環境性能割交付金
1,000（0.0％）

地方特例交付金
32,000（0.4％）

配当割交付金
20,000（0.2％）

利子割交付金
1,000（0.0％）

交通安全対策特別交付金
1,000（0.0％）

株式等譲渡所得割交付金
20,000（0.2％）

法人事業税交付金
20,000（0.2％）

歳入総額

8,804,000
（単位：千円）

歳出総額

8,804,000
（単位：千円）

令和8年度　　一般会計の主な内容
事　業　名

防災用備蓄備品購入   
住宅防災対策事業   
土地購入事業   
くちくまのコミュニティバス運行事業   
町議会議員選挙   
福祉センター照明設備改修事業   
障害福祉事業   
子どものための教育・保育給付費負担金   
子ども医療費   
照明設備改修事業（保育所・児童館・学童保育所）   
放課後児童健全育成事業   
重度心身障害児（者）医療費   
公立紀南病院組合負担金   
妊婦のための支援給付金事業   
妊婦健診事業   
各種検診事業   
各種予防接種事業   
可燃ごみ焼却処分委託事業   
鳥獣害対策事業   
中山間地域等直接支払事業   
農業人材力強化総合支援事業   
スポーツＤＸソリューション導入事業   
スポーツセンター改修事業   
町道維持補修事業   
道路メンテナンス事業   
防災・安全交付金事業   
社会資本整備総合交付金事業   
上富田分署改修事業   
消防用車両購入事業   
外国語指導助手事業   
防犯カメラ更新事業（小・中学校）   
小中学校備品購入事業   
上富田中学校体育館建替事業   
海外研修事業   
学校給食運営事業   
公民館照明設備改修事業   
長期債償還金   
長期債利子   

事業費

10,800
31,562
13,250
40,494
20,137
13,000
741,825
469,152
73,000
24,000
42,500
54,705
77,324
19,500
12,078
24,370
73,775
124,400
7,182
12,324
8,250

253,000
22,000
34,000
107,000
31,000
13,000
1,250
4,500
16,845
4,895
18,202
10,000
11,151
199,979
11,200
520,305
36,107

（単位：千円）

令和8年度 特別会計予算
会　　計　　名

国民健康保険事業

介護保険

後期高齢者医療

朝来財産区

予　算　額

1,891,114

1,740,049

416,259

15,125

会　　計　　名

宅地造成事業 

奨学事業 

水道事業 

下水道事業 

予　算　額

50,656

6,352

843,426

620,498

（単位：千円）

・詳細については上富田町役場掲示板および町ホームページにて公表していますのでご覧ください。

区　　分

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

農林水産業費

商　工　費

土　木　費

消　防　費

教　育　費

公　債　費

一般会計予算決まる 88億400万円88億400万円88億400万円88億400万円
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へ
派
遣

▽
大
橋
一
輝
（
振
興
課
農
林
水

産
班
主
事
）

○
新
規
採
用
（
４
月
１
日
付
）

・
森
　
克
海
／
振
興
課
企
画
・

商
工
観
光
班
主
事

・
松
本
椎
名
／
税
務
課
課
税
班

主
事

・
村
岡
咲
帆
／
福
祉
課
子
育
て

支
援
班
主
事

・
山
内
悠
菜
／
長
寿
課
高
齢
介

護
班
主
事

・
安
田
幸
司
／
教
育
委
員
会
事

務
局
学
校
教
育
班
専
門
員

 ( )

内
は
前
職

※
兼
務
異
動
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

〇
退
職
（
３
月
31
日
付
）

▽
主
査
／
中
西
未
来
（
長
寿
課
）

▽
主
事
／
高
橋
太
陽
（
建
設

課
管
理
班
）

▽
保
育
士
／
松
田
萌
（
は
る

か
ぜ
保
育
所
）

〇
異
動
（
４
月
１
日
付
）

◆
総
務
課

▽
副
課
長
・
防
災
対
策
室
室

長
兼
任
／
田
中
剛
（
和
歌
山

県
か
ら
派
遣
）

【
防
災
対
策
室
】

▽
主
任
／
柳
雅
広
（
総
務
課

庶
務
・
危
機
管
理
班
主
任
）

▽
主
事
／
木
下
翔
太
（
総
務

課
庶
務
・
危
機
管
理
班
主
事
）

【
総
務
班
】

▽
班
長
／
佐
々
木
洋
介
（
総
務

課
庶
務
・
危
機
管
理
班
主
幹
）

▽
主
任
／
上
地
有
希
（
建
設

課
管
理
班
主
査
）
昇
格

▽
主
事
／
晄
真
彩
（
総
務
課

庶
務
・
危
機
管
理
班
主
事
）

▽
主
事
・
防
災
対
策
室
主
事

兼
務
／
細
尾
一
平
（
総
務
課

庶
務
・
危
機
管
理
班
主
事
）

【
総
務
課
付
】

▽
主
査
／
山
内
知
紗
（
福
祉

課
子
育
て
支
援
班
主
査
）

▽
主
事
／
佐
野
夏
希
（
福
祉

課
保
健
セ
ン
タ
ー
班
主
事
）

▽
主
事
／
山
本
あ
や
め
（
は

る
か
ぜ
保
育
所
保
育
士
）

◆
振
興
課

【
企
画
・
商
工
観
光
班
】

▽
主
幹
／
三
谷
祐
子
（
振
興

課
農
林
水
産
班
主
任
）
昇
格

▽
主
査
／
谷
口
皓
一
（
福
祉

課
福
祉
班
主
査
）

【
農
林
水
産
班
】

▽
班
長
／
山
根
里
香
（
税
務

課
課
税
班
班
長
）

▽
主
任
／
山
﨑
雅
也
（
建
設

課
建
設
班
主
査
）
昇
格

◆
税
務
課

▽
副
課
長
／
角
前
由
紀
子

（
総
務
課
庶
務
・
危
機
管
理
班

班
長
）
昇
格

【
課
税
班
】

▽
主
任
／
山
片
清
透
（
税
務

課
課
税
班
主
査
）
昇
格

【
収
納
班
】

▽
班
長
／
松
本
貴
光
（
教
育

委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
班

主
任
）
昇
格

▽
主
査
／
玉
置
真
明
（
和
歌

山
県
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

金
回
収
管
理
組
合
）

◆
住
民
課

【
住
民
・
環
境
班
】

▽
主
任
／
小
倉
有
紀
（
振
興

課
企
画
・
商
工
観
光
班
主
任
）

【
保
険
班
】

▽
主
査
／
谷
本
由
衣
（
上
下

水
道
課
業
務
班
主
査
）

◆
福
祉
課

▽
副
課
長
／
小
倉
一
仁
（
税

務
課
副
課
長
）

【
福
祉
班
】

▽
主
査
／
梨
本
真
司
（
長
寿

課
主
査
）

▽
主
事
／
大
西
里
佳
（
住
民

課
保
険
班
主
事
）

【
子
育
て
支
援
班
】

▽
主
任
／
嵯
峨
優
季
（
福
祉

有料広告有料広告

人
事
異
動

有料広告有料広告
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令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、

条
例
や
規
則
な
ど
の
公
布
・
告

示
・
公
告
の
掲
示
方
法
が
変
わ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
町

内
４
か
所
の
掲
示
板
へ
の
掲
示

に
代
わ
り
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
電
子
掲
示
場
）
と
町
役
場

前
掲
示
場
へ
の
掲
示
と
な
り
ま

す
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
な
お
、
シ
ス
テ
ム
障
害
等
や

む
を
得
な
い
場
合
は
、
町
役
場

前
掲
示
場
の
掲
示
に
よ
り
公

布
・
告
示
・
公
告
を
行
い
ま
す
。

問 

総
務
課
　
総
務
班（

⑪
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
０
９
２

副
町
長
　
山
本
　
敏
章
　

　
こ
の
度
、
４
月
１
日
付
け
で

４
期
目
の
副
町
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。
責
任
の
重
さ
を

日
々
実
感
し
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
お
り
ま
す
。

　
私
は
平
成
26
年
４
月
１
日
付

け
で
副
町
長
に
就
任
し
て
以

来
、
多
く
の
皆
様
の
お
力
添
え

と
温
か
い
励
ま
し
を
い
た
だ
き

な
が
ら
職
務
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
町
を
取
り
巻
く
状
況
と
し

て
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
そ
の
よ

う
な
中
、
住
民
参
加
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
一
層
進
め
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
と
人
々
の

つ
な
が
り
を
深
め
な
が
ら
、
上

富
田
町
の
魅
力
を
発
信
し
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
昨
年
実
施
し
た
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
上
富
田
町
が

好
き
」「
住
み
続
け
た
い
」
と

回
答
さ
れ
た
方
の
割
合
が
高
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
声

を
励
み
に
、「
第
５
次
上
富
田

町
総
合
計
画
」
お
よ
び
「
第
３

期
上
富
田
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
基
本

に
、
誰
も
が
安
心
し
て
育
ち
、

学
び
、
働
き
、
元
気
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
住
民
の
皆
様

と
共
に
施
策
の
推
進
と
課
題
解

決
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
の
温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員

の
日
で
す
。

　
上
富
田
町
で
は
次
の
日
時
に

お
い
て
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

時 

６
月
４
日
㊍

　
　
　
13
時
～
15
時

場 

上
富
田
福
祉
セ
ン
タ
ー

内 

悩
み
ご
と
・
困
り
ご
と
・
　

　
　
人
権
相
談

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

　
れ
ま
す
。

問 

総
務
課
　
財
政
・
管
財
班

☎
３
３
‐
７
０
９
２

副
町
長
就
任
ご
あ
い
さ
つ

条
例
・
規
則
な
ど
の
公
布

方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

募
集
住
宅

  

２
戸

・
飛
曽
川
団
地
Ａ
‐
１
‐
１
号

（
朝
来
）

　
間
取
り
…
…
３
Ｄ
Ｋ

　
建
築
年
度
　
平
成
４
年
度

　
家
賃
（
１
万
４
６
０
０
円
～

　
　
　
　
２
万
８
８
０
０
円
）

・
飛
曽
川
団
地
Ｃ
‐
２
‐
４
号

（
朝
来
）

　
間
取
り
…
…
３
Ｄ
Ｋ

　
建
築
年
度
　
平
成
６
年
度

　
家
賃
（
１
万
４
８
０
０
円
～

　
　
　
　
２
万
９
１
０
０
円
）

※
飛
曽
川
団
地
に
つ
い
て
は
、

浄
化
槽
管
理
費
が
、
別
途
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
浄
化
槽
管
理
費

　
別
途
　
月
額
２
０
０
０
円

※	

飛
曽
川
団
地
Ａ
‐
１
‐
１
号

に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
向
け
・

肢
体
障
が
い
者
向
け
住
宅
と

な
り
ま
す
。
対
象
者
と
し
て
、

年
齢
が
60
歳
以
上
の
方
が
い

る
世
帯
、
ま
た
は
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
が
い
る
世
帯
で
、
障
害

の
程
度
が
１
か
ら
４
級
の
方

が
申
込
み
で
き
ま
す
。

※	

家
賃
に
つ
い
て
は
世
帯
全
体

の
所
得
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

対 
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場

所
を
有
す
る
者

申 

配
布
・
受
付
　
期
間

　
５
月
７
日
㊍
か
ら

　
　
　
　
５
月
22
日
㊎
ま
で

場 

役
場
　
建
設
課

※
申
込
の
配
布
・
受
付
は
、
平

日
の
み
、
８
時
30
分
か
ら
17

時
15
分
ま
で
。

抽
選
日 

６
月
２
日
㊋

９
時

・
飛
曽
川
団
地
Ａ
‐
１
‐
１
号

（
朝
来
）

10
時

・
飛
曽
川
団
地
Ｃ
‐
２
‐
４
号

　
　
　
　
　
　
　
　（
朝
来
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

場 

役
場
　
２
階
大
会
議
室

入
居
条
件 

・
町
税
お
よ
び
公
共
料
金
に
滞

納
が
な
い
こ
と

問 

建
設
課
　
管
理
班（

⑭
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
４

町
営
住
宅
入
居
者

‐
募
集
‐
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5
月
31
日
は
、
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ)

が
定
め
た
「
世

界
禁
煙
デ
ー
」
で
す
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
世
界
禁
煙

デ
ー
か
ら
始
ま
る
一
週
間
を

「
禁
煙
週
間
」
と
し
、
た
ば
こ

の
健
康
影
響
等
の
普
及
啓
発
を

強
化
す
る
期
間
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
や

肺
が
ん
な
ど
、
深
刻
な
健
康
被

害
の
原
因
と
な
る
喫
煙
。
受
動

喫
煙
に
よ
っ
て
非
喫
煙
者
の
健

康
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
も
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、「
禁
煙
デ
ー
」

お
よ
び
「
禁
煙
週
間
」
に
合
わ

せ
て
、
喫
煙
と
健
康
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響
〉

　
た
ば
こ
の
煙
は
、
ニ
コ
チ
ン
、

タ
ー
ル
、
一
酸
化
炭
素
な
ど
数

多
く
の
有
害
物
質
を
含
み
ま
す
。

◆
喫
煙
と
因
果
関
係
が
あ
る
病

気・
が
ん(

肺
や
咽
頭
等)

・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ(

慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患)

・
２
型
糖
尿
病

・
歯
周
病

〈
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響
〉

　
た
ば
こ
は
、
喫
煙
者
だ
け
で

な
く
周
り
に
い
る
人
に
も
影
響

を
与
え
ま
す
。
受
動
喫
煙
と
は
、

他
人
の
喫
煙
に
よ
り
た
ば
こ
か

ら
生
じ
た
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

◆
受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
か
か
り
や
す
く
な
る

病
気

・
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

・
脳
卒
中

・
肺
が
ん

・
虚
血
性
心
疾
患

〈
禁
煙
外
来
を
活
用
し
て
禁
煙
し

ま
し
ょ
う
〉

　
喫
煙
は
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
症

と
い
う
「
繰
り
返
し
治
療
が
必

要
な
慢
性
の
病
気
」
で
す
。
禁

煙
外
来
を
保
険
診
療
で
受
診
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
ポ
ー
タ
ル
ペ
ー
ジ
の
中
に
は
、

妊
娠
・
出
産
に
関
わ
る
支
援
や
、

保
育
所
・
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園

の
情
報
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
相

談
窓
口
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま

す
。
上
富
田
町
で
の
子
育
て
に

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
６
月
～
10
月
の
期
間
、
月
２

回
の
ペ
ー
ス
で
定
期
的
に
健
康

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
軽
い
運

動
や
、
健
康
に
関
す
る
知
識
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
全
日
程

に
参
加
で
き
な
く
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

対 

上
富
田
町
に
住
民
登
録
の
あ

る
65
歳
以
上
の
方

定 

20
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

時 

13
時
30
分
～
14
時
30
分

   

（
１
時
間
程
度
）

※
日
程
や
内
容
に
つ
い
て
は
、

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場 

上
富
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

〆 

５
月
25
日
㊊

日時 内容 日時 内容

第１回 ６月５日㊎ 運動教室① 第６回 ８月１９日㊌ お口の健康講座①

第２回 ６月１９日㊎ 大学生による健康講座 第７回 ９月２日㊌ お口の健康講座②

第３回 ７月６日㊊ 運動教室② 第８回 ９月１４日㊊ 薬剤師さんのお話①

第４回 ７月２７日㊊ 長寿課からのお話 第９回 10 月７日㊌ 薬剤師さんのお話②

第５回 ８月７日㊎ グループ活動 第１０回 １０月２８日㊌ お楽しみ会

る
ん
る
ん
シ
ニ
ア
健
康
教
室

参
加
者
募
集
！

5
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

〈
禁
煙
週
間
5
月
31
日
～

6
月
6
日
〉

上
富
田
町
子
育
て
応
援

ポ
ー
タ
ル
ペ
ー
ジ
を
作
成

し
ま
し
た
！

   応
援

ポ

ー
タルページは

こ
ち

ら
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総
務
課
（
防
災
対
策
室
）

　
　
田
中
　
剛
　

①
料
理
・
娘
の
話
を
聞
く
こ

と
②
減
酒
・
散
歩
・
早
く
寝
る

こ
と

③
上
富
田
の
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

の
仕
事
の
知
見
を
生
か
し

て
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

振
興
課(

企
画
・商
工
観
光
班)

　
　
森
　
　
克
海
　

①
楽
器
演
奏

②
十
分
な
睡
眠
を
と
り
、
適

度
に
運
動
す
る
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

③
故
郷
で
あ
る
上
富
田
町
に

貢
献
出
来
る
よ
う
精
一
杯

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

税
務
課(

課
税
班)

　
　
松
本
　
椎
名
　

①
ピ
ア
ノ
演
奏
・
Ｋ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｋ

②
早
寝
早
起
き
を
し
て
、
運
動

不
足
解
消
の
た
め
に
週
１

回
ジ
ム
に
通
っ
て
い
ま
す
。

③
早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
上

富
田
町
民
の
方
々
の
お
力

に
な
れ
る
よ
う
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

福
祉
課(

子
育
て
支
援
班)

　
　
村
岡
　
咲
帆
　

①
韓
国
ド
ラ
マ
や
Ｋ
Ｐ
Ｏ
Ｐ

ア
イ
ド
ル
を
み
る
こ
と

②
好
き
な
音
楽
を
聴
い
た

り
、
飼
っ
て
い
る
猫
と
遊

ん
だ
り
、
子
ど
も
に
癒
さ

れ
た
り
し
て
ス
ト
レ
ス
を

あ
ま
り
溜
め
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

③
一
日
で
も
早
く
仕
事
に
慣

れ
、
住
民
の
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

長
寿
課(

高
齢
介
護
班)

　
　
山
内
　
悠
菜
　

①
愛
猫
の
世
話

②
外
に
出
て
散
歩
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

③
一
日
で
も
早
く
仕
事
に
慣

れ
、
上
富
田
町
に
貢
献
で

き
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

教
育
委
員
会(

学
校
教
育
班)

　
　
安
田
　
幸
司
　

①
温
泉
巡
り

②
息
子
と
遊
ん
だ
り
、
散
歩

し
た
り
し
て
適
度
に
体
を

動
か
し
て
い
ま
す
。
毎
朝
、

青
汁
を
飲
ん
で
い
ま
す
。

③
岩
田
小
学
校
か
ら
赴
任
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
な

が
ら
、
皆
様
の
力
に
な
れ

る
よ
う
精
進
い
た
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
費
用
は
か
か
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
65
歳
以
上
の
男
性
を
対
象
に

「
男
の
台
所
」
と
い
う
料
理
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
講
師
に
栄
養
士
さ
ん
を
お
招

き
し
、
料
理
の
知
識
や
方
法
を

学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
　

　
季
節
に
よ
っ
て
旬
の
食
材
を

活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
や
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
か
ら
伺
っ
た
希
望

の
メ
ニ
ュ
ー
も
作
っ
て
い
ま
す
。

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
楽
し
く

作
り
、
出
来
上
が
っ
た
料
理
を

み
ん
な
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
み
ん
な
で
楽
し
く
食
事
を
す

る
こ
と
で
食
も
進
み
、
栄
養
状

態
の
改
善
や
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
改
善
・
認
知
症
予
防
・
生
き

が
い
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
数
名
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
調

理
を
し
ま
す
。
料
理
が
苦
手
な

方
も
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

時 

毎
月
２
回
実
施

　 

10
時
～
12
時
30
分
頃

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室

※
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に

く
わ
し
い
日
程
等
お
渡
し
い

た
し
ま
す
。

対 

町
内
に
お
住
い
の
65
歳
以
上

の
男
性
の
方
な
ら
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

費 

１
回
　
３
５
０
円

申 

参
加
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

　
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ
は
認
知

症
や
介
護
に
つ
い
て
気
軽
に
相

談
や
お
話
し
が
で
き
る
集
い
の

場
で
す
。

時 

５
月
14
日
㊍

　
　
14
時
～
15
時
30
分

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
相
談
室

問 

長
寿
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(

⑨
番
窓
口)

☎ 

３
３
‐
７
３
４
０

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

 

男
の
台
所

参
加
者
募
集

上富田町の職員となりました。
よろしくお願いします！

①趣味

②健康面で気をつけていること

③ひと言　
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田
辺
市
、
白
浜
町
、
上
富
田
町
、

す
さ
み
町
の
広
域
連
携
に
よ
り
、

消
費
生
活
相
談
窓
口
を
共
同
設

置
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
よ
り
も

相
談
で
き
る
日
が
増
え
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

対 

田
辺
市
ま
た
は
西
牟
婁
郡
に

在
住
の
個
人
の
消
費
者

相
談
内
容 

消
費
者
と
事
業
者
と

の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
契
約
な

ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

※
個
人
間
ト
ラ
ブ
ル
や
事
業
者

か
ら
の
相
談
は
、
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

開
設
日
時 

平
日
　
13
時
～
16
時

（
相
談
員
対
応
時
間
）

対
面
相
談 

田
辺
市
役
所

本
庁
舎
　
５
階
　
自
治
振
興
課

電
話
相
談 

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
１
８
８
（
局
番
な
し
）

Ｗ
Ｅ
Ｂ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
相
談
受
付 

左
記
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
よ
り
。

h
ttp

s://lo
g
o
fo

rm
.jp

/fo
rm

/

n
A

h
C
/1

3
9
4
3
5
2

 

問 

総
務
課
総
務
班

（
⑪
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０

令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
伴

う
令
和
８
年
度
介
護
保
険
料

の
算
定

　
令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
、
給
与
所
得
控
除
の
最
低
保

障
額
が
55
万
円
か
ら
65
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
第

９
期
事
業
計
画
（
令
和
６
～
８

年
度
）
の
保
険
料
収
入
不
足
に

よ
っ
て
事
業
運
営
に
支
障
が
出

る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
介
護

保
険
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
令
和
８
年
度

の
介
護
保
険
料
の
算
定
に
限
り
、

税
制
改
正
前
の
控
除
額
に
調
整

し
て
計
算
し
ま
す
。
ま
た
、
世

帯
の
住
民
税
課
税
状
況
の
判
定

に
お
い
て
も
、
同
様
に
調
整
し

て
判
定
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
令
和
８
年
度
の

住
民
税
が
非
課
税
の
方
で
も
、

介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
で
は

課
税
と
み
な
す
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
介
護
保
険
制
度
を
持
続
し
て

い
く
た
め
の
措
置
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問 

長
寿
課
　
高
齢
介
護
班

（
⑩
番
窓
口
）

☎ 

３
３
‐
７
３
４
０

　
こ
の
調
査
は
、
全
て
の
企
業
・

事
業
所
を
対
象
に
、
全
産
業
分

野
の
経
済
活
動
を
把
握
す
る
国

が
行
う
大
規
模
な
調
査
の
一
つ

で
す
。

調
査
の
目
的

　
我
が
国
の
事
業
所
お
よ
び
企

業
の
経
済
活
動
の
状
況
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
各
種
統

計
調
査
の
基
礎
と
な
る
情
報
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
各
種
行
政

施
策
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
経

済
の
発
展
を
支
え
る
基
礎
資
料

と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
事
項

　
経
営
組
織
、
事
業
所
の
開
設

時
期
、
従
業
者
数
、
事
業
所
の

主
な
事
業
内
容
、
売
上
お
よ
び

費
用
の
金
額
、
事
業
別
売
上
金

額
な
ど

調
査
の
方
法

　
調
査
票
は
、
令
和
８
年
５
月

中
旬
か
ら
調
査
員
が
対
象
と
な

る
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査
書

類
の
配
布
を
行
い
ま
す
。
回
答

方
法
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
回
答
か
、
紙
の
調
査
票
の

提
出
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

　
支
社
等
の
な
い
事
業
所
等
に

は
、
調
査
員
が
直
接
伺
い
、
調

査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。

　
支
社
等
を
有
す
る
企
業
等
に

は
、
国
が
本
社
等
に
調
査
票
を

郵
送
し
ま
す
。

問 

振
興
課

企
画
・
商
工
観
光
班

（
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

田
辺
・
西
牟
婁
地
域
消
費
生

活
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

令
和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス

‐
活
動
調
査
の
お
知
ら
せ
‐

図書館からのお知らせ 上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン

本の紹介

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

青天　　　　　　　　　　　

大河の一滴　最終章　　　　

イン・ザ・メガチャーチ　　

カフェーの帰り道　　　　　

暁星　　　　　　　　　　　

熟柿　　　　　　　　　　　

失われた貌　　　　　　　　

成瀬は都を駆け抜ける　　　

殺し屋の営業術　　　　　　

考えてはいけないことリスト

『旅行屋さん　日本初の旅行会社・日本旅行と南新助』

河治　和香/著　実業之日本社

若林　正恭　

五木　寛之　

朝井　リョウ

嶋津　輝　　

湊　かなえ　

佐藤　正午　

櫻田　智也　

宮島　未奈　

野宮　有　　

堀田　秀吾　

文藝春秋

幻冬舎

日本経済新聞出版

東京創元社

双葉社

ＫＡＤＯＫＡＷＡ

新潮社

新潮社

講談社

フォレスト出版

本の展示のお知らせ

　日本初の旅行会社「日本旅行」の創業者・南新助をモデルにした小説です。もとも

と草津の駅弁屋の息子・南新助が周囲への恩返しの気持ちで伊勢神宮や善光寺への

団体参拝を成功させ、そこから団体旅行が始まったのだそうです。その参加人数は

100人を越えることもあったとか。

　南新助をはじめ、日本初の旅行屋さんを支えるたくさんの人たちの奮闘ぶりがよく

分かり、子供の頃に家族と参加した団体旅行を懐かしく思い出しました。

　皆さんは自然災害に対する備えをしてい

ますか？ちゃんと準備をしておきたいけれ

ど、なかなか手が回らない、何から始めれ

ばいいのかわからないという方も多いので

はないでしょうか？図書館では防災関連の

本を展示しています。食料備蓄やトイレの

備え、プチプラ商品を利用した防災のアイ

デアの本など、役立つ本がたくさんありま

す。ぜひ、参考にしてみてください。
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昨年度表彰された熊野高等学校ラグビー部

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

上
富
田
町
体
育
協
会 

「
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
」

‐
候
補
者
推
薦
依
頼
‐

　
上
富
田
町
体
育
協
会
で
は
、
上
富
田
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

し
、
ま
た
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
個

人
や
団
体
を
対
象
に
表
彰
を
行
い
ま
す
。

◯
退
職（ 

３
月
31
日
付
け 

）

山
田
　
秋
桜
美
　
　
　
　（
生
馬
小
教
諭
）

中
野
　
陽
介
　
　
　
　
　（
朝
来
小
教
諭
）

有
田
　
龍
之
介
　
　
　
　（
岡
小
教
諭
）

○
期
間
満
了
退
職

永
島
　
芽
以
　
　
　
　
　（
朝
来
小
講
師
）

西
田
　
征
代
　
　
　
　
　（
朝
来
小
講
師
）

山
本
　
真
弓
　
　
　
　
　（
朝
来
小
栄
養
士
）

○
転
　
出 

（ 

４
月
１
日
付
け 

）

新
任
校
　
　
　
　
　 

（
前
任
校
）

す
さ
み
町
立
周
参
見
小
教
諭

松
場
　
浩
一
　
　
　
　
　（
朝
来
小
教
諭
）

上
富
田
町
教
育
委
員
会
指
導
主
事

安
田
　
幸
司
　
　
　
　
　（
岩
田
小
教
諭
）

○
転
　
入（ 

４
月
１
日
付
け 

）

新
任
校
　
　
　
　
　 

（
前
任
校
）

生
馬
小
教
諭
　
　
田
中
　
威
風
　（
市
ノ
瀬
小
）

朝
来
小
教
諭
　
　
松
葉
　
貴
士
　（
田
辺
第
二
小
）

朝
来
小
教
諭
　
　
寺
本
　
愛
美
　（
岡
小
）

朝
来
小
教
諭
　
　
髙
地
　
佑
輔
　（
市
ノ
瀬
小
）

朝
来
小
教
諭
　
　
田
浦
　
唯
衣
　（
新
規
採
用
）

朝
来
小
教
諭
　
　
高
橋
　
悠
海
　（
新
規
採
用
）

朝
来
小
教
諭
　
　
寺
本
　
美
翔
子（
新
規
採
用
）

岩
田
小
教
諭
　
　
田
中
　
達
也
　（
岡
小
）

岡
小
教
諭
　
　
　
東
　
　
春
菜
　（
朝
来
小
）

岡
小
教
諭
　
　
　
藍
畑
　
介
志
　（
朝
来
小
）

市
ノ
瀬
小
教
諭
　
中
元
　
公
義
　（
生
馬
小
）

市
ノ
瀬
小
教
諭
　
岩
見
　
遥
　
　（
新
規
採
用
）

上
富
田
中
教
諭
　
中
村
　
心
　
　（
新
規
採
用
）

生
馬
小
講
師
　
　
尾
榮
　
克
哉
　（
岩
田
小
）

朝
来
小
講
師
　
　
木
村
　
薫
　
　（
西
富
田
小
）

朝
来
小
講
師
　
　
田
中
　
文
華
　（
生
馬
小
）

朝
来
小
講
師
　
　
山
根
　
七
海

朝
来
小
講
師
　
　
田
渕
　
元
子
　（
市
ノ
瀬
小
）

朝
来
小
栄
養
士
　
髙
岡
　
か
お
り

岩
田
小
講
師
　
　
東
　
　
大
晟

岡
小
講
師
　
　
　
中
瀬
　
由
三
子（
市
ノ
瀬
小
）

（
投
稿
歓
迎
）

駄
菓
子
屋
で
飴
玉
ひ
と
つ
昭
和
の
日

子
ど
も
の
日
兄
妹
揃
ひ
紙
兜
　
　
　

鯉
幟
自
転
車
か
ご
に
突
き
さ
し
て
　

彦
五
郎
伝
説
今
も
花
の
土
手
　
　
　

稗
田
　
満
代

バ
イ
バ
イ
と 

孫
の
門
出
の 

す
が
た
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
我
子
の
時
と 

さ
み
し
さ
重
な
る

稲
田
　
和
代

忘
れ
去
り 

忘
れ
得
ず
シ
ー
ン 

繋
ぎ
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
胸
熱
く
観
む 

「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
を
　

し
ち
べ
ぇ

田
中
　
利
典

初
山
　
紀
子

森
　
　
京
子

　
表
彰
規
程
等
の
詳
細
は
次
の

と
お
り
で
す
。

対 

上
富
田
町
在
住
ま
た
は
出
身
者

対
象
期
間 

令
和
７
年
１
月
１

日
～
12
月
31
日
（
期
間
内
開
催

大
会
に
お
け
る
成
績
）

表
彰
対
象
と
な
る
成
績

　
　

・
県
規
模
の
大
会
で
優
勝

・
近
畿
規
模
の
大
会
で
３
位
以
内

・
標
準
記
録
突
破
に
よ
る
全
国

大
会
出
場

・
全
国
規
模
の
大
会
で
３
位
以
内

・
主
要
な
世
界
大
会
に
出
場

※
チ
ー
ム
種
目
で
前
記
の
成
績

を
残
し
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
に

登
録
さ
れ
て
い
た
場
合
も
対

象
。

申 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
申
請

〆 

８
月
28
日 

㊎

そ
の
他 

表
彰
対
象
に
該
当
す
る

か
ど
う
か
判
断
が
難
し
い
場
合

は
、
上
富
田
町
体
育
協
会
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。

問 

上
富
田
町
体
育
協
会

☎
４
７
‐
５
９
３
０
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人文字の練習風景 ｢５｣

開
と
持
ち
帰
り

・
記
念
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

・
お
餅
ま
き

　
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く

り
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
学
校
と
地

域
が
共
に
発
展
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
還
元
で

き
る
よ
う
、
今
後
も
努
力
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
上
富
田
文
化
会
館
主
催
の
か

み
と
ん
だ
将
棋
大
会
が
、
去
る

３
月
29
日
に
上
富
田
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
49
名
の
参
加
が
あ
り
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
大
会
と
並
行
し
て
、
市
ノ

瀬
出
身
の
宮
本
広
志
六
段
と
久

保
翔
子
女
流
１
級
に
よ
る
対
局

指
導
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
敬
称
略
）

Ａ
級

　
　
優
　
勝
　
　
上
野
　
佑
真

　
　
　
　
　（
和
歌
山
市
）

　
　
準
優
勝
　
　
横
谷
　
篤
飛

　
　
　
　
　
　 

（
田
辺
市
）

Ｂ
級

　
　
優
　
勝
　
　
三
嶋
　
聖
奈

（
和
歌
山
市
）

　
　
準
優
勝
　
　
上
野
　
航
生

（
和
歌
山
市
）

Ｃ
級

　
　
優
　
勝
　
　
小
竹
　
宏
和

（
御
坊
市
）

　
　
準
優
勝
　
　
鈴
木
　
鷹
也

（
白
浜
町
）

小
中
学
生
の
部

　
　
優
　
勝
　
　
後
藤
　
啓
太

（
紀
美
野
町
）

　
　
準
優
勝
　
　
牧
野
　
雫

（
三
重
県
御
浜
町
）

　
　
三
　
位
　
　
原
田
　
孟

（
白
浜
町
）

　
上
富
田
町
文
化
協
会
で
は
、

上
富
田
町
の
文
化
振
興
に
貢
献

し
、
ま
た
、
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら

れ
た
個
人
や
団
体
を
対
象
に
表

彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
表
彰
対
象
と
な
る
功
績
を
お

持
ち
の
方
の
推
薦
や
情
報
提
供

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対 

上
富
田
町
在
住
ま
た
は
出
身
者

対
象
期
間 

４
月
１
日
～
令
和
８

年
３
月
31
日
（
期
間
内
に
お
け

る
功
績
）

表
彰
対
象
と
な
る
功
績

 

　

　
県
内
外
の
大
会
、
コ
ン
ク
ー

ル
等
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

者
。
ま
た
は
、
文
化
の
普
及
・

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
者
。

　
※
自
薦
不
可

申 

上
富
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た

だ
く
か
、
教
育
委
員
会
事
務
局

窓
口
に
て
申
請
書
を
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

〆 

６
月
30
日
㊋

そ
の
他 

表
彰
対
象
に
該
当
す
る

か
ど
う
か
判
断
が
難
し
い
場
合

は
、
上
富
田
町
文
化
協
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
表
彰
式
は
、
11
月
1
日
㊎
開

催
予
定
の
「
か
み
と
ん
だ
文
化

の
ま
つ
り
」
で
行
う
予
定
で
す
。

問 

上
富
田
町
文
化
協
会

☎
４
７
‐
５
９
３
０

第
６
回
宮
本
広
志
杯

　
か
み
と
ん
だ
将
棋
大
会

　
　
　
　
　
盛
会
に
終
わ
る

第
６
回
宮
本
広
志
杯

　
か
み
と
ん
だ
将
棋
大
会

　
　
　
　
　
盛
会
に
終
わ
る

 
学
校
紹
介 

 
 
 
 

岡
小
学
校

　
岡
小
学
校
の
魅
力
を
も
っ
と
多
く
の
方
に

　
岡
小
学
校
は
、
岡
川
流
域
に

ひ
ろ
が
る
農
業
地
と
住
宅
地
に

囲
ま
れ
た
所
に
あ
り
、
世
界
遺

産
の
八
上
王
子
跡
や
南
方
熊
楠

命
名
に
よ
る
オ
カ
フ
ジ
の
田
中

神
社
、
岡
の
獅
子
舞
な
ど
多
く

の
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
護
者
・
地
域
は
、
力
強
く
協

力
や
支
援
を
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
達
は
、
素
朴
で
明

る
く
、「
元
気
な
岡
っ
子
」
を
目

指
し
て
、
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。
縦
割
り
班
活
動
に
力

を
入
れ
、
全
校
集
会
、
清
掃
活
動
、

遠
足
、
運
動
会
、
岡
小
祭
り
な
ど
、

様
々
な
機
会
で
共
に
学
び
共
に

成
長
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。
全
校
児
童
は
59
人
で
、

近
年
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を

も
っ
と
多
く
の
方
に
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
二
つ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
地
域
と
の
連
携

で
す
。「
元
気
な
岡
っ
子
を
地

域
と
共
に
育
て
る
。」
を
合
い
言

葉
に
、
岡
地
区
に
関
わ
る
学
習

を
『
Ｏ
Ｋ
Ａ 

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｙ
』
と

名
付
け
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
大
賀
ハ
ス
祭
り
の
準
備
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
俳
句
応
募

・
岡
老
人
ク
ラ
ブ
、
熊
野
高
校
、

地
域
有
志
の
方
と
の
ひ
ょ
う

た
ん
作
り

・
岡
小
祭
り
、
運
動
会
で
の
保

護
者
・
地
域
の
皆
様
と
の
交

流
・
岡
獅
子
舞
団
に
よ
る
演
舞
の

鑑
賞

・
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
や
米
作
り
体

験
、
梅
や
み
か
ん
栽
培
に
つ

い
て
の
学
習

・
八
上
王
子
か
ら
稲
葉
根
王
子

ま
で
の
世
界
遺
産
歩
き
と
学

習
の
ま
と
め

・
町
探
検
に
よ
る
地
域
訪
問
と

交
流

・
岡
地
区
に
つ
い
て
の
防
災
学

習
　
二
つ
目
は
、
創
立
１
５
０
周

年
記
念
事
業
の
推
進
で
、
11
月

８
日
、
日
曜
日
に
式
典
を
行
う

予
定
に
し
て
い
ま
す
。
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
児
童
、
保
護
者
、
地
域
の
方

で
作
っ
た
人
文
字
の
空
中
撮

影
と
、
そ
れ
を
印
刷
し
た
記

念
品
の
配
布

・
卒
業
生
の
思
い
出
の
品
の
公

上
富
田
町
文
化
協
会

　
　「
文
化
表
彰
」

‐
候
補
者
推
薦
依
頼
‐
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３
月
１
日
、
悪
天
候
の
た
め

延
期
と
な
っ
て
い
た
、
朝
来
・

南
紀
の
台
公
民
館
合
同
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
、
南
紀

の
台
フ
レ
ン
ズ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
総
勢
27
名
、
ぬ
け

る
よ
う
な

青
空
の
下
、

気
持
ち
よ

く
競
技
を

行
い
ま
し

た
。

　
楽
し
そ

う
な
笑
い

声
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
た

と
き
の
歓
声
、
惜
し
く
も
ゴ
ー

ル
を
外
し
た
と
き
の
ど
よ
め
き

な
ど
、
賑
や
か
に
競
技
は
進
ん

で
い
き
ま
し
た
。

　
最
終
結
果
は
表
の
と
お
り
で

す
が
、
今
回
は
、
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
達
成
し
た
人
が
12
名
も

お
ら
れ
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

が
足
り
な
く
な
る
の
で
は
？
と

心
配
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

大会結果

　　※順位はオフィシャルルールによって決定

　　※（　）内は確定打数

　　※敬称略

上富田文化の会恒例の郷土の歴史勉強会を下記のとおり開催いたします。　　

どなたでも、ご遠慮なくご参加ください。

主　催：上富田文化の会　　後　援：上富田町教育委員会

　問 上富田町教育委員会事務局　　☎４７－５９３０　

　串本古座高等学校が所蔵する中根文庫に、安政の大地震・津波（1854 年）における「すさ

み町里野」地区の人々の地震発生時から避難生活までの記録が残されています。

　今回、その古文書に書かれていることを藤先生に読み解いていただきます。

　南海トラフ巨大地震が 30 年以内に起こるのではないかと予想されている現在、約 200 年前

の人々の様子は現在に通じるものがあるのか大変興味深いです。

講　師：　藤
とう

　隆宏　氏　（県立文書館）

　　　　　　　　　　　　

日　時：　５月２９日㊎　13：30 ～ 15：00

場　所：　上富田文化会館　2 階小ホール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※入場無料

テーマ：　『 すさみ町里野の安政地震記録から
　　　　　　　―　幕末の避難生活はどうだったのか』

第
１
回　

朝
来
公
民
館
・
南
紀
の
台
公
民
館
合
同

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
（
結
果
）

上富田文化の会

第５回 郷土の歴史勉強会

男子の部 女子の部

総合優勝 木下　智佳子
優勝 高垣　雅弘 (56) 木下　智佳子 (51)

準優勝 中村　敏夫 (56) 山田　　順子 (61)
３位 花村　紘一 (59) 高垣　いとみ (61)
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　 松場映子さんの作品

　山下悦子さんの作品

　
３
月
19
日
、
参
加
者
19
名
で

奈
良
県
の
長
谷
寺
と
橿
原
神
宮

を
訪
ね
ま
し
た
。
計
画
段
階
で

Ａ
Ｉ
に
こ
の
訪
問
地
の
行
程
を

相
談
す
る
と
、「
仏
教
文
化
と

神
道
文
化
の
対
比
が
で
き
ま
す

ね
。」
と
解
説
さ
れ
、
良
い
研

修
に
な
り
そ
う
だ
と
計
画
を
進

め
ま
し
た
。

　
当
日
、
雨
の
心
配
も
あ
り
ま

し
た
が
、
長
谷
寺
に
着
い
た
時

に
は
完
全
に
雨
は
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
仁
王
門
で
ガ
イ
ド
さ

ん
と
落
ち
合
い
、
２
組
に
分
か

れ
て
見
学
し
ま
し
た
。

　
門
を
く

ぐ
る
と
３

99
段
あ
る

登
廊
が
目

の
前
に
。

花
の
お
寺

で
有
名
で

す
が
、
こ

の
時
期
は

ボ
タ
ン
が
つ
ぼ
み
の
状
態
で
、

そ
れ
を
見
な
が
ら
本
堂
ま
で
登

り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
国
宝
里

帰
り
で
、
特
別
公
開
と
本
尊
大

観
音
特
別
拝
観
が
あ
り
、
間
近

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

正
午
に
鳴
る
鐘
と
ホ
ラ
貝
の
音

を
聞
い
て
バ
ス
に
戻
り
ま
し
た
。

　
山
下
さ
ん
に
お
尋
ね
す
る
と

「
細
か
い
作
業
の
連
続
で
す

が
、
作
品
が
形
に
な
っ
た
時
の

達
成
感
は
格
別
で
す
。」
と
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
２
人
が
作
成
し
た
、
見
る
人

の
目
を
楽
し
ま
せ
る
細
か
く
丁

寧
に
仕
上
げ
ら
れ
た
可
愛
い
作

品
や
、
生
活
に
彩
り
を
添
え
て

く
れ
る
作
品
を
多
く
の
方
に
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

場 

岩
田
公
民
館
展
示
ス
ペ
ー
ス

期 

６
月
25
日 

㊍
ま
で

　 

８
時
30
分
～
16
時(

平
日)

　
ガ
イ
ド
さ
ん
は
何
度
も
「
こ

の
お
寺
は
、
豊
臣
秀
長
が
再
建

に
力
を
貸
し
た
の
に
、
そ
の
後

徳
川
幕
府
が
建
て
直
し
た
。
大

河
ド
ラ
マ
が
人
気
な
の
に
、
も

っ
と
秀
長
と
長
谷
寺
の
こ
と
を
取

り
上
げ
て
も
い
い
の
で
は
。」
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
足
早
に
長
谷
寺
を
後
に
し
、

途
中
、
全
国
最
大
級
の
農
産
物

直
売
所
で
昼
食
と
買
い
物
を
し
、

橿
原
神
宮
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
は
、
初
代
天
皇(

神
武
天

皇)
が
即
位
さ
れ
た
と
伝
わ
る

橿
原
宮
跡
に
、
明
治
23
年
に
創

建
さ
れ
た
神
社
で
す
。
初
め
は

社
殿
だ

け
で
し

た
が
、

昭
和
15

年
の
大

拡
張
で

現
在
の
形
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
本
殿
と
拝
殿
は
京
都

御
所
か
ら
移
築
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
の
説
明
を
聞
き
つ
つ
手

を
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
仏
教
文
化
と
神
道
文
化
は
ど

う
違
っ
た
か
な
と
自
問
し
な
が

ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
ロ
ビ
ー
展
は
、
岡
深

見
地
区
に
お
住
ま
い
の
松
場
映

子
さ
ん
の
ち
り
め
ん
細
工
と
布

小
物
、
岩
田
大
坊
地
区
に
お
住

い
の
山
下
悦
子
さ
ん
の
ク
ラ
フ

ト
細
工
の
手
芸
二
人
展
で
す
。

　
松
場
さ
ん
の
ち
り
め
ん
細
工

と
の
出
会
い
は
、
10
年
位
前
に

目
に
し
た
素
晴
ら
し
い
作
品
に

感
動
し
た
こ
と
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統

手
芸
で
あ
る
ち
り
め
ん
細
工
は
、

着
物
の
残
り
布
を
使
い
、
花
や

動
物
、
袋
物
や
人
形
に
仕
上
げ

る
の
が
魅
力
で
す
。

　
松
場
さ
ん
に
お
尋
ね
す
る
と

「
最
近
で
は
本
な
ど
を
参
考
に

し
て
作
っ
て
い
ま
す
。
作
る
時

も
楽
し
い
で
す
が
、
仕
上
が
っ

た
時
が
一
番
嬉
し
い
で
す
。」

と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
山
下
さ
ん
が
ク
ラ
フ
ト
細
工

を
始
め
た
の
は
３
、
４
年
前
で
、

友
達
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

現
在
で
は
、
趣
味
と
し
て
独
学

で
本
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
参
考

に
し
て
、
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
や

Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
を
使
い
ク
ラ
フ
ト

細
工
を
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

ち
り
め
ん
細
工
と
布
小
物
　
松
場
映
子   

ク
ラ
フ
ト
細
工
　
　
　
　
　
山
下
悦
子

文
化
財
巡
り市

ノ
瀬
公
民
館

手
芸
二
人
展

岩
田
公
民
館

有料広告

有料広告
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就
学
援
助
ご
案
内

上富田郷土資料館

　
私
た
ち
の
歴
史
・
文
化
・
民
俗
　
20

上
富
田
町
郷
土
資
料
館 

― 

そ
の
経
緯
と
今
後
に
つ
い
て 

―

　
朝
来
地
区
の
櫟
原
神
社
の
近

く
に
上
富
田
町
郷
土
資
料
館
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
資
料
館
の
建
物
は
、
旧

朝
来
小
学
校
の
校
舎
【
昭
和
31

（
１
９
５
６
）
年 

建
築
】
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
資
料
館
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

◆
経
緯
は

　
昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
頃

に
昔
の
風
景
や
事
物
を
記
録
し

て
残
し
て
お
こ
う
と
い
う
目
的

で
『
く
ま
の
文
庫
』
が
刊
行
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
い
う
の
も
、
当
時
は
高
度

成
長
期
で
も
あ
り
、
農
業
も

徐
々
に
機
械
化
さ
れ
、
昔
の
農

耕
風
景
も
見
ら
れ
な
く
な
り
つ

つ
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内

を
走
っ
て
い
る
国
道
３
１
１
号

線
の
改
修
工
事
も
進
め
ら
れ
て

い
て
、
今
ま
で
の
風
景
が
変
貌

し
て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
刊
行
予
定
の
中
に
は
「
民

具
編
」
も
あ
っ
た
の
で
す
。

※
く
ま
の
文
庫
に
は
「
民
具
」

「
歳
時
記｣

 ｢

伝
説｣

 ｢

古
道
と

王
子
社
」
な
ど
全
14
巻
・
別
館

１
冊
）
が
あ
り
ま
す
。
上
富
田

町
立
図
書
館
等
で
も
所
蔵
し
て

い
ま
す
。

◆
農
具
・
民
具
の
収
納
場
所

　
そ
う
い
う
中
で
、
上
富
田
町

と
し
て
、
昔
の
農
具
や
民
具
を

収
集
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
話

が
文
化
の
会
の
会
合
の
席
で
も

話
題
に
な
っ
て
い
た
も
の
の
、

収
納
場
所
が
問
題
と
な
り
、
話

は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
昭
和
49
（
１
９

７
４
）
年
に
朝
来
小
学
校
が
丹

田
台
に
新
築
移
転
す
る
こ
と
に

な
り
、
旧
校
舎
（
現
資
料
館
）

に
は
町
教
育
委
員
会
事
務
局
が

移
さ
れ
、
ま
だ
ス
ペ
ー
ス
に
余

裕
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ

こ
を
収
納
場
所
に
し
て
は
ど
う

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
農

具
・
民
具
の
収
集
の
話
が
一
気

に
進
み
始
め
ま
し
た
。

◆
農
具
・
民
具
の
収
集
と
展
示

　
昭
和
50
（
１
９
７
５
）
年
４

月
か
ら
農
具
・
民
具
の
収
集
計

画
が
進
め
ら
れ
、
町
の
広
報
や

老
人
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
農
具
・

民
具
の
寄
贈
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

　
昭
和
52
（
１
９
７
７
）
年
１

月
に
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局

か
ら
農
具
・
民
具
の
整
理
等
の

要
請
が
文
化
の
会
に
あ
り
、
朝

来
の
楠
本
長
太
郎
（
朝
来
風
土

記
編
集
主
任
）
氏
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
農
具
と
民
具
を
分
け

て
整
理
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
の
後
、
平
成
28
（
２
０
１

６
）
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

て
、
現
在
の
よ
う
な
展
示
に
整

理
さ
れ
ま
し
た
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
、
一
般
公

開
さ
れ
た
折
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
「
た
い
へ
ん
良
か
っ
た
。
現

物
が
見
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
少

な
い
の
で
有
り
難
か
っ
た
。
」

と
い
う
感
想
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

　
現
在
、
総
展
示
品
数
は
１
３

０
０
点
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
が
、

今
で
も
、
町
内
外
か
ら
古
い
民

具
や
農
具
の
寄
贈
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
、
更
に
充
実
し
て
き

て
い
ま
す
。

　
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
生
活
保
護
に
準
じ
た
保
護
が
必
要
な
世
帯

の
児
童
生
徒
に
対
し
、
一
定
の
援
助
を
行
う
支
援
制
度
と
し
て
、
要

保
護
・
準
要
保
護
児
童
生
徒
就
学
援
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
利
用
を
考
え
た
い
と
い
う
方
は
、
お
子
様
が
通
わ
れ

て
い
る
学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 生
馬
小
学
校
　
　
☎
４
７
‐
０
１
２
６

朝
来
小
学
校
　
　
☎
４
７
‐
０
０
４
０

岩
田
小
学
校
　
　
☎
４
７
‐
２
１
２
０

岡
小
学
校
　
　
　
☎
４
７
‐
２
０
２
７

市
ノ
瀬
小
学
校
　
☎
４
８
‐
０
３
３
４

◆
資
料
館
の
活
用

　
郷
土
資
料
館
に
は
、
毎
年
１

月
～
２
月
頃
に
町
内
外
の
小
学

生
が
社
会
科
の
授
業
の
一
つ
と

し
て
見
学
に
来
て
い
ま
す
。
そ

の
時
に
は
ガ
イ
ド
と
し
て
上
富

田
文
化
の
会
が
協
力
し
て
い
ま

す
。
常
時
開
館
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
一
般
の
方
に
は
電
話
で

の
予
約
対
応
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
紀
伊
風
土
記
の
丘
」

に
農
具
の
貸
し
出
し
も
し
て
い

ま
す
。

◆
課
題
と
今
後
に
向
け
て

　
大
き
な
問
題
は
、
資
料
館
の

老
朽
化
で
す
。
建
築
か
ら
70
年

経
っ
て
お
り
、
木
造
の
た
め
シ

ロ
ア
リ
被
害
や
耐
震
の
問
題
が

あ
り
、
維
持
を
す
る
の
に
は
限

界
が
き
て
い
ま
す
。

　
県
の
文
化
遺
産
課
か
ら
も
資

料
館
に
つ
い
て
は
、
「
貴
町
の

民
俗
資
料
館
は
、
質
・
量
と
も

に
紀
南
地
方
を
代
表
す
る
民
具

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
上
富

田
町
域
は
お
ろ
か
、
口
熊
野
地

域
、
西
牟
婁
郡
エ
リ
ア
の
生
活

文
化
を
理
解
す
る
う
え
で
も
、

重
要
な
民
俗
文
化
財
だ
と
い
え

ま
す
。
」
と
評
価
も
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
上
富
田
町
郷
土
資

料
館
の
所
有
す
る
農
具
・
民
具

は
、
量
・
質
と
も
に
県
下
一
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
郷
土
資
料
館
に
つ

い
て
、
朝
来
地
区
に
あ
る
整
毛

共
同
作
業
場
と
し
て
使
わ
て
い

た
町
有
の
倉
庫
に
移
転
す
る
計

画
を
進
め
て
い
ま
す
。
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令
和
８
年
度
健
康
診
査

歯
科
健
康
診
査
の
ご
案
内

　
年
に
１
回
、
健
康
診
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　
健
康
診
査
対
象
の
方
に
は
、

５
月
下
旬
に
受
診
券
を
直
接
お

送
り
し
ま
す
。（
歯
科
健
診
は

受
診
券
の
発
行
が
廃
止
に
な
っ

た
た
め
、
対
象
の
方
に
は
受
診

票
を
お
送
り
し
ま
す
。）

時 

６
月
１
日
～

令
和
９
年
２
月
28
日

費 

健
康
診
査
…
無
料

　 

歯
科
健
康
診
査
…
無
料

持 

マ
イ
ナ
保
険
証
等
、
受
診
券

（
歯
科
健
診
は
不
要
）、
受
診
票
・

問
診
票

場 

受
診
票
に
同
封
す
る
一
覧
表

に
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関

健
康
診
査

対 

被
保
険
者
（
長
期
入
院
者
、

施
設
入
所
者
を
除
く
）

検
査
項
目 

【
基
本
項
目
】

問
診
、
計
測
（
身
長
・
体
重
・

Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
血
圧
）、
診
察
（
身

体
診
察
）、
尿
検
査
（
糖
・

蛋
白
・
潜
血
）、血
液
検
査
（
脂

質
・
肝
機
能
・
糖
代
謝
・
腎

機
能
・
尿
酸
・
貧
血
等
）

【
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
方

に
追
加
で
実
施
す
る
項
目
】

心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査

歯
科
健
康
診
査

対 

令
和
８
年
３
月
末
で
75
歳
、

80
歳
、
85
歳
の
方
と
、
90
歳
以

上
の
方
（
長
期
入
院
者
、
施
設

入
所
者
を
除
く
）

検
査
項
目 

【
歯
＋
口
腔
機
能
】

問
診
、
口
腔
診
断
（
歯
の
状

態
・
歯
周
組
織
の
状
況
・
口

腔
衛
生
状
況
・
噛
み
合
わ
せ
・

口
腔
乾
燥
・
粘
膜
の
異
常
）、

口
腔
機
能
検
査
（
噛
む
能
力
・

舌
機
能
・
嚥
下
（
飲
み
込
み
）

機
能
）

※
口
腔
機
能
の
低
下
（
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
）
は
、
健
康
へ

の
悪
影
響
を
招
き
、
フ
レ
イ

ル
（
心
身
の
虚
弱
）
や
要
介

護
状
態
に
つ
な
が
る
悪
循
環

の
は
じ
ま
り
で
す
。

　
歯
科
健
康
診
査
で
自
覚
し

に
く
い
症
状
を
早
期
に
発
見

す
る
こ
と
で
、
悪
循
環
に
陥

る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
90
歳
以
下
の
方
は
無
料
で

受
診
で
き
る
の
は
５
年
に
１

度
し
か
な
い
た
め
、
対
象
の

方
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

問 

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

　
紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
犯
罪
や
事
件
・
事
故

の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ
の

家
族
、
ご
遺
族
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
民
間
の
被
害
者
支
援
団

体
で
す
。

　
こ
う
し
た
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
等
を
対
象
と
し
た
無
料
相

談
が
紀
南
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
電
話
お
よ
び
面

接
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
る

も
の
で
、
弁
護
士
、
臨
床
心
理

士
、
紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

５
月
30
日
㊏
10
時
～
16
時

（
最
終
受
付
15
時
30
分
）

　
当
日
の
相
談
電
話
番
号
は
、

予
約
申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

場 

田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

対 

犯
罪
や
事
件
、
事
故
等
の
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ
の
家
族

の
方
等

費 

無
料

申 

電
話
で
の
事
前
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

問 

公
益
社
団
法
人

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
‐
４
２
７
‐
１
０
０
０

概
要 

　「
ト
ラ
ウ
マ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
ケ
ア
を
と
り
い
れ
た
支
援
を

考
え
る
～
安
心
で
き
る
場
所
、

地
域
を
つ
く
る
た
め
に
～
発
達

障
害
と
ト
ラ
ウ
マ
の
視
点
か
ら

安
心
を
作
る
」
に
つ
い
て
の
対

面
で
の
講
演

時 

６
月
21
日
㊐

　 

13
時
30
分
～
15
時
20
分

　（
13
時
か
ら
受
付
開
始
）

場 

和
歌
山
県
民
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
　 

小
ホ
ー
ル

費 

無
料

定 

２
５
０
名

対 

発
達
障
害
に
関
心
の
あ
る
地

域
の
皆
様

〆 

定
員
に
達
し
た
時
ま
で

申 

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は

ポ
ラ
リ
ス
Ｈ
Ｐ
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

 

問 

和
歌
山
県
発
達
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
ポ
ラ
リ
ス

☎
０
７
３
‐
４
１
３
‐
３
２
０
０

※
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て
は

　
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

田
辺
地
域
事
務
所

☎
　
２
４
‐
６
２
１
９

令
和
８
年
度

　
幹
部
候
補
曹
募
集

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　
ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
の

　
被
害
者
支
援
無
料
相
談

　
　
　
― 

開
催
ご
案
内
―

発
達
障
害
に
関
す
る
講
演
会

（
和
歌
山
県
発
達
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
ポ
ラ
リ
ス
主
催
）

試験項目 区分 受付日 試験日 種目（内容）
試験会場
（予定）

幹部候補曹
一般教養

専門
４月２２日㊌～

６月５日㊎
１次試験

６月１３日㊏
筆記試験

（一般教養・専門）

自衛隊
和歌山地方

協力本部庁舎
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◆
税
目
　
　

　
軽
自
動
車
税

　
固
定
資
産
税
（
第
１
期
）

◆
納
期
限
　

　
６
月
１
日
㊊

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
延

滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

問 
税
務
課 

収
納
班
（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

　
令
和
７
年
中
に
、
上
富
田
町

管
内
で
転
倒
に
よ
り
負
傷
し
、

救
急
搬
送
さ
れ
た
方
は
１
２
８

人
で
し
た
。
年
齢
区
分
で
は
65

歳
以
上
の
方
が
88
人
（
約
69
％
）

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
転
倒
な
ど
に
よ
る
負
傷
を

き
っ
か
け
に
寝
た
き
り
と
な

り
、
要
介
護
に
な
る
リ
ス
ク
が

高
ま
る
た
め
、
普
段
か
ら
転
倒

リ
ス
ク
を
少
な
く
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
転
倒
の
ほ
と
ん
ど
が
住
宅
内

で
発
生
し
、
居
間
、
廊
下
、
玄

関
、
台
所
で
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
転
倒
し
た
原
因
は
、
つ
ま
づ

く
、
滑
る
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
家
の
中
を
整
理
整
頓
す
る

・
段
差
は
で
き
る
だ
け
少
な
く

す
る

・
床
に
電
気
コ
ー
ド
を
は
わ
せ

な
い

・
床
に
物
を
置
か
な
い

・
レ
ジ
袋
、
新
聞
紙
、
広
告
な

ど
踏
む
と
滑
り
や
す
い
も
の

を
床
に
置
か
な
い

・
廊
下
や
洗
面
所
は
明
る
く
す

る
・
廊
下
に
手
す
り
を
つ
け
る

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
3
月
分
）

朝

来

朝

来

下
鮎
川

岩

田

朝

来

生

馬

堀
本
日
奈
子

山
本
　
義
宏

西
　
き
さ
子

田
上
　
芳
江

土
井
八
重
子

前
田
　
誠
二

86
歳

79
歳

83
歳

78
歳

89
歳

59
歳

（
和
宏
・
由
佳
）

（
純
・
愛
海
）　

（
悠
・
知
里
）　

（
光
貴
・
彩
加
）

（
竜
也
・
百
花
）

市
ノ
瀬

南
紀
の
台

上
富
田
町

上
富
田
町

朝

来

澤さ
わ
だ田

　
都と
き生

橋は
し
の野

　
　
詠う
た

榎え
の
も
と本

　
晴は
る瑠

清し
み
ず水

　
理り
ひ
と仁

山や
ま
だ田

　
皐こ
は
く白

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

竹
中
　
隆
也

内
山
　
実
優

上
富
田
町

上
富
田
町

｛

田
中
　
一
輝

岩
崎
喜
美
子

朝

来

朝

来

｛

田
ノ
岡
兼
吾

有
本
　
佐
智

岩

田

田
辺
市

｛

前月比
総 数 15,656 人 -8 

男 性 7,490 人 -10

女 性 8,166 人 +2

世帯数 7,686 世帯 +27

上富田町の人口と世帯数
令和8年 3月末現在

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

５
月
21
日
㊍

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
地
域
づ
く
り
課

☎
２
６
‐
７
９
１
０

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

５
月
19
日
㊋

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
総
務
福
祉
課

☎
２
６
‐
７
９
３
１

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

緊
急
時
（
火
事
・
救
急
・
救
助
）
は
、

局
番
な
し
の
１
１
９
番
へ

問 

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

　
☎
４
７
‐
０
１
１
９
へ

　
紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
犯
罪
や
事
件
・
事
故

の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ
の

家
族
、
ご
遺
族
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
民
間
の
被
害
者
支
援
団

体
で
す
。

　
こ
う
し
た
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
等
を
対
象
と
し
た
無
料
相

談
が
紀
南
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
電
話
お
よ
び
面

接
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
る

も
の
で
、
弁
護
士
、
臨
床
心
理

士
、
紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

５
月
30
日
㊏
10
時
～
16
時

（
最
終
受
付
15
時
30
分
）

　
当
日
の
相
談
電
話
番
号
は
、

予
約
申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

場 

田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

対 

犯
罪
や
事
件
、
事
故
等
の
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ
の
家
族

の
方
等

費 

無
料

申 

電
話
で
の
事
前
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

問 

公
益
社
団
法
人

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
‐
４
２
７
‐
１
０
０
０

概
要 

　「
ト
ラ
ウ
マ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
ケ
ア
を
と
り
い
れ
た
支
援
を

考
え
る
～
安
心
で
き
る
場
所
、

地
域
を
つ
く
る
た
め
に
～
発
達

障
害
と
ト
ラ
ウ
マ
の
視
点
か
ら

安
心
を
作
る
」
に
つ
い
て
の
対

面
で
の
講
演

時 

６
月
21
日
㊐

　 

13
時
30
分
～
15
時
20
分

　（
13
時
か
ら
受
付
開
始
）

場 

和
歌
山
県
民
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
　 

小
ホ
ー
ル

費 

無
料

定 

２
５
０
名

対 

発
達
障
害
に
関
心
の
あ
る
地

域
の
皆
様

〆 

定
員
に
達
し
た
時
ま
で

申 

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は

ポ
ラ
リ
ス
Ｈ
Ｐ
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

 

問 

和
歌
山
県
発
達
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
ポ
ラ
リ
ス

☎
０
７
３
‐
４
１
３
‐
３
２
０
０

今
月
の
納
税

田
辺
消
防
署

上
富
田
消
防
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

転
倒
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

ど
こ
で
転
倒
す
る
の
？

予
防
す
る
に
は

こんなところに注意しましょう !!

スリッパにひっかかる

マットですべる

広告（紙）ですべる

敷居につまずく

暗くて見づらい

出しっぱなしの
物につまずく

コードに
ひっかかる

田辺市消防本部

YouTube 公式チャンネル

ぜひご覧ください！

整理整頓 !　特に床の上は片付けましょう !
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広
報
か
み
と
ん
だ

N
o.699

編
集 

発
行

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
朝
来
7
6
3
番
地 

上
富
田
町
役
場

電
話 
0
7
3
9-

4
7-

0
5
5
0（
代
表
）
F
A
X 

0
7
3
9-

4
7-

4
0
0
5

和歌山県税事務所 自動車税・間税課
紀北県税事務所 課税課
紀中県税事務所 課税課
紀南県税事務所  課税課

073-441-3409
0736-61-0067
0737-64-1260
0739-26-7937

●自動車税の種別割の納期限は6月1日㊊です。納期内納税をお願いします。
　お近くのコンビニ、金融機関などで納期内に納付してください。
　納税通知書に印字されているeL-QRを利用して、クレジットカードやスマートフォン決済
アプリでも納付することができます。
　ぜひご利用ください。

●自動車税（環境性能割・種別割）の減免

●お問合せ先　　（※管轄する県税事務所の記載をお願いします。）

　身体障害者手帳・戦傷病者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方が使
用する自動車は、名義や障害の程度など、一定の要件を満たす場合、申請により自動車税の
減免が受けられます。

＜和歌山県からのお知らせ＞

時 

19
時
～
20
時
30
分

対 

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入

門
課
程
）
を
受
講
し
、
修
了
証

を
交
付
さ
れ
た
方

定 

20
名
　

※
定
員
に
達
し
た
場
合
は
抽
選

費 

無
料

申 

5
月
30
日
［
消
印
有
効
］
ま

で
に
、
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

※
申
込
書
に
つ
い
て
は
福
祉
課

福
祉
班
⑤
窓
口
で
配
布
す
る

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（⑤

番
窓
口
）

　 

〒
６
４
９
‐
２
１
９
２
　

　 

上
富
田
町
朝
来
７
６
３
番
地

☎
３
４
‐
２
３
７
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
４
７
‐
４
０
０
５

　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
基

礎
課
程
）
を
み
な
べ
町
・
白
浜

町
と
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

　
手
話
で
日
常
生
活
を
行
う
た

め
に
必
要
な
手
話
語
彙(

ご
い)

お
よ
び
手
話
表
現
技
術
の
習
得

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
全
日
程
の
80
％
以
上
に
出
席

さ
れ
た
方
に
は
、
修
了
証
を
交

付
し
ま
す
。

※
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
は
、

「
入
門
課
程
」
と
「
基
礎
課
程
」

が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
養
成

講
座(

基
礎
課
程)

は
入
門

課
程
を
修
了
さ
れ
た
方
が
対

象
で
す
。

日　程 会　場

7/6㊊、7/13㊊、7/27㊊、
8/3㊊、8/10㊊、8/17㊊、
8/24㊊

上富田町

8/31㊊、9/7㊊、9/14㊊、
9/28㊊、10/5㊊、10/19㊊、
10/26㊊

みなべ町

11/2㊊、11/9㊊、11/16㊊、
11/30㊊、12/7㊊、12/14
㊊、12/21㊊、12/28㊊

白浜町

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　（
基
礎
課
程
）

～
参
加
者
募
集
～

※住所異動の手続きや住民票・戸籍

等の発行は行えません。

※手続きに必要なものは事前にお問

い合わせください。

問 住民課 住民・環境班 ( ①番窓口 ) ☎ 47–0550

マイナンバーカード　夜間窓口
時 5 月 14 日・28 日㊍  19 時まで
場 住民課（①番窓口）
内 マイナンバーカードの申請・受け取り
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更 など


